
　当院では RinglightTM Slim Fiber （以下 Slim Fiber） の導入以来、 下腿逆流合併例では全長焼灼 （Total Laser Ablation） を

大伏在静脈 （Great Saphenous Vein 以下 GSV） に対して行っており、 今回その 1 例を提示する。
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　症例は 50 代 女性。 両下肢のだるさが強く、 下肢エコーにて両側 GSV に SFJ から足首まで逆流を認め、

Endovenous Laser Ablation(EVLA) を行った。

　両下肢を消毒し、 ドレープをかけた後、 神経エコーを施

行した。 下腿の伏在神経と伏在静脈の走行を確認し神経と

血管の位置関係を確認した。 下腿中央部での伏在神経と

伏在静脈の位置関係を示す （Fig.1）（Fig.1）。 本症例では下腿中

央部位で神経と血管が密着しており、 同部位に TLA を神

経と血管周囲に注入し十分に神経と血管との距離をとった

（Fig.2）（Fig.2）。

　逆流は足首まで認められたことから穿刺部を内果とした。 内果から 20G 穿刺針にて穿刺を行い （Fig.3）（Fig.3）、 ガイドワイヤーを

挿入した。 その後ガイドワイヤーを目印に TLA ポンプを用いて全長にわたり、 TLA 麻酔を行った。 3Fr40cm ロングシースを

ガイドワイヤー越しに挿入した。 Slim Fiber を鼠蹊部まで進め、 レーザー治療を行った （Fig.4）（Fig.4）。

対象 対象 

当院での手術方法  当院での手術方法  

Fig.1Fig.1 下腿での GSV （三角印） と伏在神経 （矢印） の近接

Fig.4Fig.4  EVLA 中Fig.3Fig.3 内果での GSV エコーガイド下穿刺

　治療終了後の下腿 GSV のエコー像では、 GSV の収縮と内腔に高輝度の線状エコー像を認めた （Fig.5）（Fig.5）。

EVLA の各指標を示す （表 1）（表 1）。 治療終了後、 ただちに歩行し状態が安定していることを確認し帰宅となった。

Fig.5Fig.5  EVLA 後の下腿 GSV　

　　　 GSV の収縮 （三角印） と内腔の高輝度の線状エコー像 表 1表 1

Fig.2Fig.2 TLA 後の GSV （三角印） と伏在神経 （矢印）
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大腿 総エネルギー量（J）

（出力 5.0W LEED 25 J/cm）

下腿 総エネルギー量（J）

（出力 2.5W LEED 10 J/cm）

1279 1242

194 196

左



考察　考察　

治療後経過　治療後経過　

　下肢静脈瘤に対するレーザー治療は逆流が下腿に及んでいても大腿部に限局して行われることが多い。 これはストリッピン

グ手術後に下腿の伏在神経障害が多かったことの反省に基づくものと考えられる 1） 2） 3）。 下腿の EVLA についてはレーザー

焼灼熱による神経障害の懸念から積極的には行われておらず 4） まとまった報告は少ないが、 最近 Mayo clinic から下腿焼灼

についてより安全に施行できることが報告されている 5)。 下腿逆流は浮腫や痛み、 こむら返りに大腿部より強く関与していると

の報告がある 6）。 下腿逆流の頻度は高齢になる程増加し、 治療を必要とする例が増えてくる。 また下腿逆流については、

治療後時間の経過とともに増悪するため、 下腿 EVLA は短期成績のみならず中長期の治療成績向上につながる可能性があ

ると考えられる 5)。

　今回用いた Slim Fiber は 1 リングであることから、 先端 1 カ所からのみレーザー照射が行われる。 そのため焼灼中のより

正確なモニターができ、 壁の焼灼変化を的確に評価して隣接する伏在神経障害を回避できる可能性がある。 下腿の GSV は

大腿部に比べて細いため、 太いシースが通りにくいことがあるが、 3Fr シースで使用できる Slim Fiber は、 より操作性にも優

れていると考えられる。 下腿の Linear Endovenous Energy Density (LEED) についてはこれまでの経験から Slim Fiber では

10-15J/cm が望ましいと考えている。 20J/cm 以上では神経障害を起こしやすくなるので十分な注意が必要である。

　下腿神経エコーは、 神経と血管の位置関係が簡単に把握できる 7） ためより安全な治療が可能である。 また神経周囲にあら

かじめ TLA を注入することで、 神経ブロックの効果も期待でき、 下腿部の痛みの軽減につながるものと考えている。

　当院における Slim Fiber を用いた Total Laser Ablation の短期成績は良好であったが、 今後長期的な臨床的検討が必要で

あると思われる。

　鎮痛剤は必要とせず、 下腿のしびれなど神経症状はまったく認めなかった。 下肢エコーにて両側大伏在静脈の

全長閉塞を確認した （Fig.6）（Fig.6）。 Endovenous Heat Induced Thrombus(EHIT) は認めなかった。

Fig.6Fig.6 治療後 1 週間目の GSV のエコー像
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